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ワクチン接種現場における疼痛・不安
などの予防への対策と接種後の対応

日本小児科医会理事

彩の国予防接種推進協議会会長

峯眞人
日本産婦人科医会 記者懇談会 2020.9．9

HPVワクチン接種率は約70%→1%へ

予防接種による副反応、有害事象などはなぜ紛争等につながるか？

• 予防接種は健康な人に対し予防的に行う医療であり、治療的医療ではない

• 健康であった人が、予防のために行った医療により健康被害をこうむるはあってはな
らないとの認識

• 一定の確率の中で起こる事象でも、人為的な大きなミスや問題があったのとの疑問を
持たれやすい

• 予防接種を受けない場合のデメリットと、受けた場合のデメリットが比較できない

• 日本の予防接種の安全性と必要性に対する信頼度がいまだ高いとは言えない
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日本の若い女性に子宮頸がんが増えることがあっていいか？

• HPVワクチンによる副反応報告で重篤な例は多くないことが分かっ
てきた

• HPVワクチン接種後に起こった種々の症状や事象が、ワクチンその
もが原因ではないことが、いくつかの調査で分かってきた

• 海外、国内のいくつものアカデミアから、HPVワクチン接種の現状を
変えるべきとの意見・声明・要望などが出されてきた

• 本来定期接種としてHPVワクチンを接種できたはずの女性からの公
的な接種を希望する声が上がってきた

• 厚生労働省にもようやく前に進もうとする機運が見えてきた

• HPVワクチンに関するメディアの論調も変わってきている

日本の若い女性に子宮頸がんが増えることがあっていいか？

• HPVワクチンによる副反応報告で重篤な例は多くないことが分かっ
てきた

• HPVワクチン接種後に起こった種々の症状や事象が、ワクチンその
もが原因ではないことが、いくつかの調査で分かってきた

• 海外、国内のいくつものアカデミアから、HPVワクチン接種の現状を
変えるべきとの意見・声明・要望などが出されてきた

• 本来定期接種としてHPVワクチンを接種できたはずの女性からの公
的な接種を希望する声が上がってきた

• 厚生労働省にもようやく前に進もうとする機運が見えてきた

• HPVワクチンに関するメディアの論調も変わってきている



3

日本のHPVワクチン副反応報告

8,931,216本
のHPVワクチンが
国内で出荷

(発売開始～平成28年11月30日)

3,026件（0.034%）
全副反応報告
（医療機関報告＋企業報告）

673件（0.008%）
重篤な副反応報告
(失神、発熱、過敏症等)

0件
死亡
（ワクチン接種との因果関係が認められた死亡はゼロ）

厚生労働省 厚生科学審議会 予防接種・ワクチン分科会第26回副反応検討部会資料1、2より作成
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161332.html

日本の若い女性に子宮頸がんが増えることがあっていいか？

• HPVワクチンによる副反応報告で重篤な例は多くないことが分かっ
てきた

• HPVワクチン接種後に起こった種々の症状や事象が、ワクチンその
もが原因ではないことが、いくつかの調査で分かってきた

• 海外、国内のいくつものアカデミアから、HPVワクチン接種の現状を
変えるべきとの意見・声明・要望などが出されてきた

• 本来定期接種としてHPVワクチンを接種できたはずの女性からの公
的な接種を希望する声が上がってきた

• 厚生労働省にもようやく前に進もうとする機運が見えてきた

• HPVワクチンに関するメディアの論調も変わってきている

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161332.html


4

疫学調査（祖父江班）結論

今回

厚生労働省 厚生科学審議会 予防接種・ワクチン分科会第26回副反応検討部会資料4より作成 http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161332.html
厚生労働省 厚生科学審議会 予防接種・ワクチン分科会第23回副反応検討部会資料4より作成 http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000147015.html

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000161332.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000147015.html
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ワクチン接種者と非接種者で症状の発症頻度に差は見られなかった

出典：名古屋市子宮頸がん予防接種調査(2015年12月)
http://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/page/0000073419.html

日本の若い女性に子宮頸がんが増えることがあっていいか？

• HPVワクチンによる副反応報告で重篤な例は多くないことが分かっ
てきた

• HPVワクチン接種後に起こった種々の症状や事象が、ワクチンその
もが原因ではないことが、いくつかの調査で分かってきた

• 海外、国内のいくつものアカデミアから、HPVワクチン接種の現状を
変えるべきとの意見・声明・要望などが出されてきた

• 本来定期接種としてHPVワクチンを接種できたはずの女性からの公
的な接種を希望する声が上がってきた

• 厚生労働省にもようやく前に進もうとする機運が見えてきた

• HPVワクチンに関するメディアの論調も変わってきている

http://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/page/0000073419.html
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MHRA（英国医薬品庁）2012.12

４年間にわたるHPVワクチンの約600万接種の安全性を厳密に監視している。

ベネフィットとリスクのバランスは明らかに肯定的であるという以前のレビューの結論を支持している。

MHRA PUBLIC ASSESSMENT REPORT, December 2012. 

HPVワクチンの安全性に関する声明・評価

WHO（世界保健機関）2014.10

HPVワクチンの安全性と有効性を繰り返し確認し、子宮頸癌およびHPV関連疾患予防のため、

その接種を強く推奨している。

FIGO（国際産婦人科連合）2013.8.2

世界125か国の産婦人科学会の集まりで、現在入手可能なすべてのデータ（臨床試験、市販

後調査、CDC他）を確認したうえで、HPVワクチンの接種を継続すべきとしている。

CDC（米国疾病管理予防センター）2015.10.21

多数の文献化されたデータおよび予備データにより、HPVワクチンの安全性は実証されている。

全てのHPVワクチンに対する安全性のモニタリングおよび評価は継続される。

若い女性が本来予防し得るHPV関連癌のリスクにさらされたままとなっている日本の状況を危惧し、安全で効果

的なワクチンが使用されないことにつながる現状の政策決定は、真に有害な結果となり得る（警告）2015.12

Human papillomavirus vaccines:WHO position paper, October 2014. No.43, 2014,89, 465-492

http://www.who.int/wer

FIGO Statement on HPV Vaccination Safety：04.08.2013 

http://www.figo.org/news/figo-statement-hpv-vaccination-safety-0014668

Advisory Committee on Immunization Practices (ACIP)Summary Report2015.10

http://www.cdc.gov/vaccines/acip/meetings/downloads/min-archive/min-2015-10.pdfl

日本の関連団体による見解

予防接種推進専門協議会（15団体）および2学術団体による
HPVワクチン接種推進に向けた見解

HPVワクチンが定期接種になってからの2年半にHPVワクチンの有害事象の実態
把握と解析、ワクチン接種後に生じた症状に対する報告体制と診療・相談体制
の確立、健康被害を受けた接種者に対する救済などの対策が講じられたことを
受けて、HPVワクチンの積極的な接種を推奨する。

これまでの国内の混乱は、一般の被接種者が知りえる情報が限定されていたこと
が原因のひとつに考えられ、接種推奨にあたりその根拠と考え方について以下に
示す。

多くの国が予防接種プログラムを実施し、子宮頸癌の前癌病変が減少している

有害事象について国内外で再調査が行われ、海外ではCRPS、POTSの発生率に
関して、ワクチン接種者と一般の集団で差がみられない

接種後に生じた症状に対する診療体制が全国的に整備されてきた

2016年4月18日

予防接種推進専門協議会 参加学術団体（15団体）
（公社）日本小児科学会、（公社）日本小児保健協会、（公社）日本産科婦人科学会、（公社）日本小児科医会、（一社）日本保育園保健協議会、（一社）日本感染症学会、（一社）日本呼吸器学会、
（一社）日本渡航医学会、（一社）日本耳鼻咽喉科学会、（一社）日本プライマリ・ケア連合会、（一社）日本環境感染学会、日本ワクチン学会、日本ウイルス学会、日本細菌学会、日本臨床ウイルス学会

非参加学術団体（2団体）
（公社）日本産婦人科医会、（公社）日本婦人科腫瘍学会

予防接種推進専門協議会 ホームページ お知らせ「HPVワクチン接種推進に向けた関連学術団体の見解」
http://vaccine-kyogikai.umin.jp/

（参考）Satoshi Iwata, et al.Vaccine 35 ;2291-2292,2017

CRPS：複合性局所疼痛症候群
POTS：体位性起立性頻拍症候群

http://www.who.int/wer
http://www.figo.org/news/figo-statement-hpv-vaccination-safety-0014668
http://www.cdc.gov/vaccines/acip/meetings/downloads/min-archive/min-2015-10.pdfl
http://vaccine-kyogikai.umin.jp/
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日本産科婦人科学会の声明

HPVワクチン接種勧奨の早期再開を求める声明

HPVワクチンが定期接種になってから3年半以上が経過している。2015年8月に
1回目の声明を発表し、今回、2016年12月に開催された第23回副反応検討
部会における報告を含め、以下の理由に基づき改めてHPVワクチンの接種勧奨の
一刻も早い再開を強く求める。

海外では日本で問題となっているような慢性疼痛や運動障害等の多様な症状とワクチン
接種との因果関係を証明する報告はなく、安全性に懸念を示す根拠は示されていない

接種後の多様な症状は機能性身体症状であるという見解の元、国民への適切な情報
提供を行うためには、ワクチン接種の有無によらない当該症状の頻度等に関する疫学的
研究による知見が必要であるとの見解が示された

厚労省研究班による「青少年における疼痛または運動障害を中心とする多様な症状の
受療状況に関する全国疫学調査」が実施され、2016年12月に報告があった
⇒HPVワクチン接種歴の有無に関わらず、思春期女性には痛み等の多様な症状を
呈する人が一定数存在することが示された

2017年1月13日

WHOはHPVワクチンの安全性と有効性を繰り返し確認し、子宮頸癌およびHPV関連
疾患予防のため、その接種を強く推奨している

HPVワクチンは世界130カ国以上で承認され、60数カ国で公費助成接種が実施

日本産科婦人科学会 ホームページ 声明「HPVワクチン（子宮頸がん予防ワクチン）接種勧奨の早期再開を求める声明」
http://www.jsog.or.jp/statement/statement_170116.html

子宮頸がん予防ワク
チン（HPVワクチ
ン）接種通知につい

てのお願い

14 

 

2019年 12月吉日 

自治体首長殿 

予防接種担当者殿             

                      公益社団法人  

日本小児科医会会長  神川 晃 

 

子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン）接種通知についてのお願い 

 

子宮頸がん予防ワクチン（以下HPVワクチン）は、平成25年4月1日より、法律に基

づく定期接種として実施しているところですが、厚生労働省から「副反応の発生頻度

がより明らかになり、適切な情報提供ができるまでの間、積極的な接種の勧奨を差し

控える」との地方自治法に基づく勧告を受け、同年6月14日より、積極的な接種勧奨

が差し控えられています。 

そのため、多くの自治体では HPVワクチン接種対象者に対し、接種勧奨を目的とし

た個別通知や予診票の送付等は行なわれておりません。しかし厚生労働省の勧告は、あ

くまでも接種を積極的に勧める個別通知を控えている状況であり、接種自体を控えるも

のではありません。接種を希望される方には、従来どおり定期接種としての HPVワク

チンの接種が可能です。 

 しかしながら 6 年以上に及ぶ積極的な接種勧奨差し控えにより、HPV ワクチンが定

期接種として接種可能なワクチンであるという事実が、接種対象者や接種希望者に伝わ

っていないのが現状です。さらに定期接種対象者に対して正確な情報が周知されておら

ず、接種に至らない例もあるようです。 

 最近子宮頸がんや HPVワクチンに関する新しい情報や調査結果が発表され、接種希

望者や接種者が増加しつつあります。 

 定期予防接種の実施主体である地方自治体におかれましては、HPV ワクチンが定期

予防接種であることを考慮いただき、定期接種対象年齢である小学校 6年生～高校 1年

生相当の女子に対し、接種勧奨ではなく周知のための通知や委託医療機関への説明書、

予診票の事前配布などの対策をお取り頂くよう、心よりお願いいたします。 

 日本小児科医会では、子宮頸がんから大切な命と健康を守るためのワクチンの重要性

と、正確な情報を接種対象者や保護者など多くの方に伝えるためのポスターの作成を準

備中です。 

各自治体におかれましても、定期接種であるＨＰＶワクチンに関する通知などの情報

提供に、是非ともご協力をお願いいたします。 

 

http://www.jsog.or.jp/statement/statement_170116.html
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HPVワクチ
ンに関する
ポスター

日本の若い女性に子宮頸がんが増えることがあっていいか？

• HPVワクチンによる副反応報告で重篤な例は多くないことが分かっ
てきた

• HPVワクチン接種後に起こった種々の症状や事象が、ワクチンその
もが原因ではないことが、いくつかの調査で分かってきた

• 海外、国内のいくつものアカデミアから、HPVワクチン接種の現状を
変えるべきとの意見・声明・要望などが出されてきた

• 本来定期接種としてHPVワクチンを接種できたはずの女性からの公
的な接種を希望する声が上がってきた

• 厚生労働省にもようやく前に進もうとする機運が見えてきた

• HPVワクチンに関するメディアの論調も変わってきている
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「HPV Vaccine for Me」の活動などが出てきた

日本の若い女性に子宮頸がんが増えることがあっていいか？

• HPVワクチンによる副反応報告で重篤な例は多くないことが分かっ
てきた

• HPVワクチン接種後に起こった種々の症状や事象が、ワクチンその
もが原因ではないことが、いくつかの調査で分かってきた

• 海外、国内のいくつものアカデミアから、HPVワクチン接種の現状を
変えるべきとの意見・声明・要望などが出されてきた

• 本来定期接種としてHPVワクチンを接種できたはずの女性からの公
的な接種を希望する声が上がってきた

• 厚生労働省にもようやく前に進もうとする機運が見えてきた

• HPVワクチンに関するメディアの論調も変わってきている
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リーフレット(厚労省作成)

医師向け お子様・保護者向け

HPVワクチンリーフレット案 厚生労働省作成 概要版・詳細版
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HPVワクチン
リーフレット案

厚生労働省作成
詳細版

接種後の保護者の対応

HPVワクチン
リーフレット案

厚生労働省作成

接種後の配布資料
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HPVワクチン
リーフレット案

厚生労働省作成

接種後の配布資料

HPVワクチン
リーフレット案

厚生労働省作成

医療従事者用資料
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HPVワクチン
リーフレット案

厚生労働省作成

医療従事者用資料

HPVワクチン接種後に生じた症状に対する診療の手引き

第1章 HPVワクチン接種後に症状が生じた患者への対応
1. 基本的な診療姿勢について
2. 面接・問診のポイント
3. 診察のポイント
4. 検査
5. 診断
6. 鑑別診断
7. 治療のポイント

第2章 協力医療機関等との連携

第3章 日常生活の支援と、学校（職場）、家庭との連携

参考資料
参考1：診療・相談体制
参考2：関係法令、通知、制度等
参考3：関連ホームページ

目 次

接種後に生じた様々な症状により適切な医療を求めている患者及び保護者
に対する支援体制の充実

●産婦人科、小児科、 疼痛学、 神経内科、リウマチ科、精神科の専門家が編集
●接種との因果関係の有無を問わず接種後に症状を訴える人すべてを包括的に
診療するためのマニュアル

発刊年月：2015年8月19日
作成：日本医師会・日本医学会

目 的

厚生労働省 厚生科学審議会 予防接種・ワクチン分科会第15回副反応検討部会参考資料3より作成
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000097690.html

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000097690.html


14

協力医療機関の整備

厚生労働省 ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種後に生じた症状の診療に係る協力医療機関について
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/medical_institution/

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/medical_institution/
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「HPVワクチン接種に当たって」

弟と一緒にインフルエンザワクチン接種を目的として来院した中学生の姉が、問診と診

察の時までは、弟に「痛くないからね、絶対泣いちゃだめよ。」といっていたにもかかわらず、

自分の注射の番になると非常に緊張して、「先生、待ってちょっと待って」と言ってなかなか

接種させてくれずに、何とか接種した後に過呼吸の常態になるなどして周囲を困惑させる

場面を時に経験する。

乳幼児では、怖ければ嫌がって泣いて抵抗し、痛ければ大声で泣きわめく。しかし年齢

が大きくなると恐怖や痛みについての気持ちを素直に表現できなくなり、その気持ちを

色々な症状などで表現する。

このような年齢層の、しかも感受性の高い女子に接種するのがHPVワクチンである。し

かもこのワクチンは他のワクチンと比べ、確かに接種時とその後の疼痛が強いことが知ら

れている。乳幼児期と比べ、もともとこの年齢でのワクチン接種の機会は多くない。せいぜ

いジフテリア・破傷風の２種混合ワクチン(DT)やインフルエンザワクチン程度であろう。し

かも今までに接種経験のある皮下注射とは異なり、筋肉内注射による経験したことのない

「質の違う痛み」は、おそらくこのような女子に特別な記憶を残すことになるであろう。

このように対象年齢と性別、接種手技において他のワクチンと異なるHPVワクチンの接

種に当たっては接種前後に気を付けなければならない点が複数ある。以下にその留意点

をあげる。

「思春期の女子へのHPVワクチン接種時の留意点」

1）HPVワクチン接種希望者に対してはワクチン接種の目的と、それにより予防

可能な病気や子宮頸がん検診の重要性等について十分説明し、その内容を理

解してもらえたかを確認する。

2）本ワクチンが筋肉注射であるなどの接種方法、接種部位について説明する。

同時に利き腕の確認、前回接種部位の確認、接種後数日間に被接種者本人

がかかわるイベントの予定があるかなどの確認を行い、接種後の痛みなどの

症状に伴うデメリットをできるだけ少なくするように配慮する。

3）接種後短期間におこり得る事象を説明し、理解をもとめる

・症状は軽いが頻度の高い事象 : 接種部位の痛み・腫れ、発熱など

・発生頻度は低いが比較的症状が重い事象 : めまい・失神など

4)  接種後一定の期間を経ておこり得る事象を説明し、理解を求める

・頻度は低いが慎重な診断や治療が必要な症状 : 痙攣・麻痺・持続性疼痛など

5) 接種時には被接種者の緊張状態などを把握し、スタッフなどにも協力してもら

い、安心して接種できる場面・環境などを作るよう工夫する。
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「思春期の女子へのHPVワクチン接種時の留意点」

6） 接種後の失神などの事態を想定し、ベッドやソファーでの座位または臥位で

の接種も考慮する。

7) 接種後には痛みや恐怖に耐えたことを評価し、ねぎらいの言葉かけをする。

8) 接種後に何らかの症状が出たり聞きたいこと思い出した場合は、遠慮なく電
話などで問い合わせてよいことを伝える。

9) 被接種者本人や保護者から問い合わせや受診希望があった場合は、その訴

えや希望に真摯に向き合い、丁寧に対応する。

10）症状や相談への対応が当該医療機関や医師だけでは難しい場合は、「HPV

ワクチン接種にかかる診療・相談体制」などを参考に、専門医療機関を照会

するなどの対応を速やかに行う。

11)  被接種者および家族に対しては、専門医療機関紹介後も、かかりつけ医と

して共に係わっていくことを説明し、気軽に受診・相談できる窓口としての役

割を保ち続けるよう心がける。

「思春期の女子へのHPVワクチン接種時の留意点」

HPVワクチンは現在も定期接種ワクチンであり、少数ではあるが思

春期女性の接種者が存在し続けている。今後積極的接種勧奨が
再開された場合には、被接種者の中には、必ず一定の確率で今回
問題となっている症状を呈する方が発生する。むしろ種々の情報を
見聞きした経験のある接種対象者や保護者が多くおられることを考
えると、ワクチン接種とは直接の因果関係のない、有症状者の数
が増えることさえも予想される。

以上を鑑み、HPVワクチン接種医および接種療機関の関係者には

接種にあたっての準備と心構えとを十分に行っていただき、問題と
なりうる症状である「痛み」を少しでも軽減させる工夫などに努め、

事後措置を含めた対応にも配慮いただくことが必要である。
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注射時の痛み軽減の工夫

注射時の痛みは、子どももたちにとって大きな負担になる。特に痛み
についての記憶が鮮明に残り、さらに痛みへの不安や恐れを感じや
すくなる年齢の高い方にとっては、純粋な痛みに対する反応だけでな
く、心理的な負の影響が様々な形で表現化されることになる。

このような負の影響が大きくかかわっているのが、HPVワクチン問題で
ある。

従来一般的に予防接種の際に用いられている注射針と、内径はほぼ
同じでも外径がかなり細い注射針を用いて注射をすることにより、わ
ずかであっても痛みの軽減効果を期待するため使用を試みた。

接種前には接種予定部位をアイスバックなどで冷やした後に接種して
いる。

外径：0.250㎜
内径：0.150㎜

外径：0.190㎜
内径：0.090㎜

外径：0.500㎜
内径：0.400㎜

外径：0.400㎜
内径：0.300㎜

外径：0.298 ㎜
内径：0.198㎜

注射針の外観図 株式会社日本生物製剤社提供
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他社27G
（外径0.400㎜）

JBPナノニードル30G
（外径0.298㎜）

JBPナノニードル33G
（外径0.250㎜）

全て同じ倍率（ZS200:X300）で撮影。

注射針の断面図比較 株式会社日本生物製剤社提供

約0.2㎜
約0.2㎜ 約0.15㎜

年齢の高い子どもたちへの注射についての留意

• 接種の必要性、意義などについて、事前に十分な説明と理解を心が
ける

• 接種部位の痛みなどの局所反応について、事前に十分な説明と理
解を心がける

• 接種後の個人の事情などを事前に把握し、接種時に考慮する

• 局所反応が強く、複数回接種が必要な注射の場合は、初回接種の
際に、恐怖感の軽減対応、痛みの少ない接種手技を心がけ、以後
の不安の増大を回避するよう心がける

• 痛みの程度によらず、それに耐えたことを評価する


